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世界の宝もの！
熊野古道
　わたしたちが住

す

んでいるこの地
ち

球
きゅう

には、すばらしい自
し

然
ぜん

や建
たて

物
もの

がいっぱいあります。その中
なか

で特
とく

にすばらしく、
未
み

来
らい

の人
ひと

のために残
のこ

し伝
つた

えていかなければならない「世
界の宝もの」のことを、「世

せ

界
かい

遺
い

産
さん

」と言います。
　2010年

ねん

（平
へい

成
せい

22 年）現
げん

在
ざい

、「世界遺産」は世界中
じゅう

で 911件
けん

あります。エジプトのピラミッドやアメリカのグ
ランドキャニオン、フランスのベルサイユ宮

きゅう

殿
でん

などがそ
うです。
　では、わたしたちのまわりはどうでしょうか？日

に

本
ほん

には
14の世界遺産があります。その12番

ばん

目
め

の世界遺産
が、わたしたちの住んでいるところにある「熊野古道」
です。正

ただ

しい名
な

前
まえ

は「紀
き

伊
い

山
さん

地
ち

の霊
れい

場
じょう

と参
さん

詣
けい

道
みち

」と言っ
て、2004年（平成16年）７月７日に世界遺産になりま
した。

せ  　 　  か  い た か ら

く ま の こ ど う

世界遺産って
いろいろあるんだね。

ピラミッドや
グランドキャニオンも
「世界遺産」なんだよ。

ピラミッド

グランドキャニオン
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　今から千
せん

年も前からたくさんの人々がこの「熊野古
道」を歩

ある

いて、三
み

重
え

県
けん

や和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

や奈
な

良
ら

県
けん

にある大
おお

きな神
じん

社
じゃ

やお寺
てら

にお参
まい

りしたり、険
けわ

しい山
やま

で修
しゅ

行
ぎょう

した
りしました。そこには、自然のすばらしさを神

かみ

さまや仏
ほとけ

さまと思
おも

う日本人
じん

の気
き

持
も

ちがありました。それが今
いま

も
伝
つた

わっています。
　わたしたちは、世界遺産「熊野古道」のあるすば
らしいところに住んでいます。これからも「熊野古道」
をいつまでも大

たい

切
せつ

にしましょう。

世界で２例
れ い

！
道の世界遺産

コラムコラム

わたしたちの世界遺
産「熊野古道」は、

たくさんの人がお参りや修行
した場所、それを結

むす

ぶ道、ま
わりの景

け し き

色が「紀伊山地の霊
場と参詣道」として世界遺産
になったものです。
　このように道が世界遺産に
なっているのは世界で２例しか
ないたいへんめずらしいもの
です。もうひとつは、フラン
スからスペインにつながる「サ
ンティアゴ・デ・コンポステー
ラへの道」です。

サンティアゴ・デ・コンポステーラ
への道

熊野古道ってなぁに？熊野古道ってなぁに？

馬越峠

たくさんの人が
お参りするために
歩いた道なんだよ。
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　世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

「熊
くま

野
の

古
こ

道
どう

」は、熊
くま

野
の

三
さん

山
ざん

（熊
くま

野
の

本
ほん

宮
ぐう

大
たい

社
しゃ

・熊
くま

野
の

速
はや

玉
たま

大
たい

社
しゃ

・熊
くま

野
の

那
な

智
ち

大
たい

社
しゃ

）と言
い

われる大
おお

きなお社
やしろ

にお参
まい

りするための大
たい

切
せつ

な道
みち

（参
さん

詣
けい

道
みち

）です。今
いま

で
は道

どう

路
ろ

や鉄
てつ

道
どう

があり近
ちか

くまで車
くるま

や列
れっ

車
しゃ

で行
い

けますが、昔
むかし

の人
ひと

はたいへんな苦
く

労
ろう

をしな
がら歩

ある

きました。
　また、「熊野古道」は生

せい

活
かつ

の道でもありました。「熊野古道」は、この地
ち

方
ほう

の海
かい

岸
がん

沿
ぞ

いの町
まち

と町を結
むす

ぶ道で、国道 42号
ごう

線
せん

などのりっぱな道ができるまではそこに生
い

き
る人

ひと

々
びと

の大切な生活の道でもあったのです。

　2004 年
ねん

（平
へい

成
せい

16 年）９月
がつ

に紀
き

北
ほく

町
ちょう

をおそった集
しゅう

中
ちゅう

豪
ごう

雨
う

（大
おお

雨
あめ

）では国道 42号線が通
とお

れなくなりましたが、尾
お

鷲
わせ

の人
たちは馬

ま

越
ごせ

峠
とうげ

をこえておうえんに行
い

きました。

何のために
作られたの？

な  ん

つ  く

道路が通れなく
なると大

たい
変
へん
だ！
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熊野古道ってなぁに？

蟻
あ り

の熊
く ま

野
の

詣
もうで

って何？

コラムコラム

その昔、熊野三山
（熊野本宮大社・

熊野速玉大社・熊野那智大社）
をめざし、「熊野古道伊勢路」
を全

ぜん

国
こく

からたくさんの人々が
歩きました。江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

には１
年で約

やく

３万
まん

人
にん

も訪
おとず

れたという
記
き

録
ろく

もあります。
　「熊野古道」を通って熊野
三山にお参りすることは、昔の
人々のあこがれだったのです。
　そのようす
は、蟻さんの
行
ぎょう

列
れつ

に似
に

てい
るので「蟻の
熊野詣」と呼
ばれています。

　わたしたちの町を通っている「熊野古道」は、たくさ
んある道の中

なか

でも「熊野古道伊
い

勢
せ

路
じ

」と呼
よ

ばれていま
す。昔の人々はお伊

い

勢
せ

参
まい

りをすませたあと、熊野三山
に向

む

かいました。その道が「熊野古道伊勢路」です。
　「熊野古道伊勢路」には、馬越峠やツヅラト峠、松

まつ

本
もと

峠などたくさんの峠があります。昔の人は、たいへん
険
けわ

しい山
やま

道
みち

や峠を歩くだけでなく、時
とき

には七
しち

里
り

御
み

浜
はま

の海
岸を歩いたり、熊野川

がわ

を船
ふね

に乗
の

ったりしながら熊野三山
に参ったのです。

海岸や川も熊野古道の
ひとつなんだね。

今は道路があるけど
昔の人は大変
だったんだなぁ。

熊野古道ってなぁに？

七里御浜

熊野川
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どの年も１万人を
こえてるのよ。

巡礼通行者数（1801年〜 1810年調査）

「三重の文化　熊野古道編」より引用
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どうして熊野三山を
めざしたの？
　昔

むかし

の人
ひと

々
びと

は、自
し

然
ぜん

の中
なか

の大
おお

きな山
やま

や川
かわ

、木
き

や滝
たき

や岩
いわ

に神
かみ

さまや仏
ほとけ

さまがいる
と信

しん

じていました。熊
くま

野
の

三
さん

山
ざん

と呼
よ

ばれている熊
くま

野
の

本
ほん

宮
ぐう

大
たい

社
しゃ

・熊
くま

野
の

速
はや

玉
たま

大
たい

社
しゃ

・
熊
くま

野
の

那
な

智
ち

大
たい

社
しゃ

には、日
に

本
ほん

の国
くに

ができたたいへん古
ふる

い時
じ

代
だい

から、そうした神さま
や仏さまがいると信じられてきたのです。
　当

とう

時
じ

の人 に々は苦
くる

しみや悩
なや

みごとが多
おお

く、神さまや仏さまに手
て

を合
あ

わせて長
なが

生
い

きを祈
いの

りました。また、「死
し

んだあと天
てん

国
ごく

に行
い

けますように。」「また生
う

まれ変
か

わ
れますように。」などと祈りながら参

まい

ったのです。

く 　 ま 　 　  の 　 　 　 さ 　 ん 　   ざ 　 ん

熊野本宮大社

熊野那智大社

熊野速玉大社
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　熊野の神さまや仏さまは、目
め

の見えない人、手
て

足
あし

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人、貧
まず

しい人をやさしく見守
まも

り、「人を
差
さ

別
べつ

せず・人を信
しん

用
よう

しなさい。」と教
おし

えてくれました。
昔は女

おんな

の人は入
い

れてもらえない神
じん

社
じゃ

や滝もありまし
たが、熊野ではだれでも参ることができました。
　それで全

ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

から、多くの人々が「熊
くま

野
の

古
こ

道
どう

」
を通

とお

って熊野三山へ参ったのです。

熊野古道ってなぁに？

神さまが
たくさんいるの？

コラムコラム

　熊
くま

野
の

市
し

にある「花
はな

の窟
いわや

神社」には神
しん

殿
でん

はなく、高
たか

さ約
やく

45㍍の大
きな岩

いわ

そのものが神さまとし
てまつられています。この神
社は、日本で一

いち

番
ばん

古い神社と
言われており、今

いま

でも多くの
人々がお参りしています。
　このように、険

けわ

しい山と大
きな海

うみ

が広
ひろ

がる熊野は、神さ
まや仏さまが住

す

んでいるすば
らしい場

ば

所
しょ

だと考
かんが

えられてい
ました。

花の窟神社

この大きな岩が
そのまま神さま
なんだ。

だから、たくさんの
人がお参りに訪

おとず
れた

のかもしれないね。
熊野の神さま・仏さ
まはみんなを平

びょうどう
等に

見
み
てたのよ。

熊野古道ってなぁに？
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おおへち
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大峯奥 駈道

こへち

おおみね
おくがけみち

高野山町石道 こうやさん
ちょういしみち

参詣道は
他にもあるの？
　熊

くま

野
の

三
さん

山
ざん

（熊
くま

野
の

本
ほん

宮
ぐう

大
たい

社
しゃ

・熊
くま

野
の

速
はや

玉
たま

大
たい

社
しゃ

・熊
くま

野
の

那
な

智
ち

大
たい

社
しゃ

）に行
い

く道
みち

は、わたした
ちの住

す

む町
まち

を通
とお

る「熊
くま

野
の

古
こ

道
どう

伊
い

勢
せ

路
じ

」の他
にもたくさんあります。
　和

わ

歌
か

山
やま

県
けん

・奈
な

良
ら

県
けん

には「中
なか

辺
へ

路
ち

」「大
おお

辺
へ

路
ち

」「小
こ

辺
へ

路
ち

」があり、どの道も世
せ

界
かい

の
宝
たから

ものである世界遺
い

産
さん

「熊野古道」です。
これらの道は、おもに大

おお

阪
さか

や京
きょう

都
と

の人
ひと

たち
が通りました。

さ 　 ん 　 　 け 　 い 　 　 み 　 ち

ほ 　 か

熊野古道があるのは
三重県だけじゃない
んだね。

和歌山県にも奈良県
にも熊野三山にお参

まい

り
する道があるんだね。
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熊野古道ってなぁに？

石
い し

畳
だたみ

が多
お お

いのは
何
な ん

でだろう？

コラムコラム

　「熊野古道伊勢路」
を歩いてみると、き

れいにしきつめられた石畳道
が多いことに気

き

がつきます。
特
とく

に、急
きゅう

な坂
さか

ではよく見
み

かけ
ます。
　わたしたちの住むこの地

ち

方
ほう

は、日
に

本
ほん

で一
いち

番
ばん

雨
あめ

が多いとこ
ろです。昔

むかし

の人々は大雨でも
山
やま

道
みち

がこわされないよう、ま
た、歩く人が疲

つか

れないように
石をしきつめ石畳道を作りま
した。今

いま

のほそう道
どう

路
ろ

のよう
なものです。

　また、新
しん

宮
ぐう

市
し

（和歌山県）へ流
なが

れる熊野川
がわ

は、熊野三山の
ひとつの熊野本宮大社への行き来

き

に利
り

用
よう

された川で、「川の
参詣道」ということができます。これも「熊野古道」のひとつで
す。また、熊野市から紀

き

宝
ほう

町
ちょう

にかけて約
やく

22㎞
キロメートル

の七
しち

里
り

御
み

浜
はま

と呼
よ

ばれる砂
じゃ

利
り

浜
はま

が続
つづ

いています。熊野三山をめざす旅
たび

人
びと

は、こ
の七里御浜も歩

ある

きました。「浜
はま

街
かい

道
どう

」と呼ばれています。
　熊野川の参詣道や浜街道は、峠

とうげ

ごえとはちがった危
き

険
けん

もあ
り、命

いのち

を落
お

とした人
ひと

々
びと

もいました。

0
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4000

札幌 東京 大阪 福岡 那覇尾鷲名古屋

mm／年 2009年 年間降水量

1147.0

1801.5 1755.5

1165.0

1692.0 1864.5

3793.5

熊野古道ってなぁに？

どの道も昔から大
たい
切
せつ

にされてきた道なん
だよ。

たくさん雨が降って
も大
だいじょうぶ
丈夫なように

作
つく
られているんだよ。

気象庁ホームページより引用
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伊勢路を
歩いてみよう！
　「熊

くま

野
の

古
こ

道
どう

伊
い

勢
せ

路
じ

」は海
うみ

沿
ぞ

いのすばらしい道
みち

です。どこを歩いても景
け

色
しき

が
よく、人

ひと

の心
こころ

をなぐさめてくれます。荒
あら

々
あら

しい大
おお

きな岩
いわ

や神
じん

社
じゃ

の森
もり

の大きな木
き

が、何
なん

百
びゃく

年
ねん

も生
い

きています。植
しょく

物
ぶつ

や動
どう

物
ぶつ

の種
しゅ

類
るい

がたいへん多
おお

くて、自
し

然
ぜん

がす
ばらしい道です。
　みなさんも世

せ

界
かい

の宝
たから

ものである世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

「熊野古道」をぜひ歩いてみてく
ださい。きっと昔

むかし

の人が築
きず

いてきた文
ぶん

化
か

や自然の音
おと

を感
かん

じとれることでしょう。

い 　 　 　  せ 　 　 　   じ

あ 　 る

昔の人はこんな景色
を見

み
てお参

まい
りをして

たんだね。

松本峠

獅子岩

七里御浜
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アサギマダラ

馬越峠

ツヅラト峠からの眺め

ササユリ

大吹峠からの眺め

熊野古道ってなぁに？

ここは自然がいっ
ぱい。ほら、きれい
な花
はな
が咲

さ
いてるよ。
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く
ま

　
　 

の

　
　 

　こ 

　  

ど
う

な
る
ほ
ど
！
東
紀
州
　シ
リ
ー
ズ
❶

な
る
ほ
ど
！
東
紀
州
　シ
リ
ー
ズ
❶

熊
野
古
道
っ
て
な
ぁ
に
？

熊
野
古
道
っ
て
な
ぁ
に
？ ひ

が
し  

き  

し
ゅ
う

ひ
が
し  

き  

し
ゅ
う

　わたしたちの町
まち

にある世
せ

界
かい

の宝
たから

もの「熊
くま

野
の

古
こ

道
どう

」。昔
むかし

の人
ひと

々
びと

や地
ち

域
いき

の人々が大
たい

切
せつ

に守
まも

ってきたわたしたちの
宝ものです。この「熊野古道」をいつまでも大切に伝

つた

えていくために、次
つぎ

のことは必
かなら

ず守りましょう。

□ 道
みち

であった人には笑
え

顔
がお

であいさつをしましょう。

□ ゴミは必ず持
も

ち帰
か え

りましょう。

□ 植
しょく

物
ぶ つ

・動
ど う

物
ぶ つ

などの採
さ い

集
しゅう

はやめましょう。

□ 道からはずれないようにしましょう。

□ 火
ひ

遊
あ そ

びは絶
ぜ っ

対
た い

しないようにしましょう。

みんなの力
ちから

で
世界遺

い

産
さ ん

「熊野古道」を
守っていこうね！
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